
國學院大學学術情報リポジトリ

岩手県田野畑村方言４モーラ体言のアクセント資料
（２）

言語: Japanese

出版者: 國學院大學国語研究会

公開日: 2025-06-02

キーワード (Ja): 田野畑村方言, ４モーラ体言,

アクセント資料, 雫石町方言, アクセント対応

キーワード (En): 

作成者: 上野, 善道

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.57529/0002001690URL



― 1 ―

キーワード：田野畑村方言、４モーラ体言、アクセント資料、雫石町方言、
アクセント対応

１．はじめに

　岩手県下閉伊郡（simo［he :guN）田野畑村（tanoha［damura）の一連のア

クセント調査報告の続きとして、前稿（2022）からは４モーラ体言を対象と

している。本稿はその２回目であるが、全部で2,500項目を超える関係で３

回に分けるしかなく、本稿は、資料としてはサ行からナ行までの800項目あ

まりを対象とする。前回は「誰々、どこどこ」などの“気付かない方言”の

存在に触れたが、今回は岩手郡雫石（しずくいし）町方言との対応関係に言

及する。

２．話者、調査項目、表記

　話者はこれまでと同じ（１）の方である。

（１）牧原登（ma［gihara no［boru）氏 1945年 田野畑村大芦生まれ 元教員

　調査項目については前稿（2022）―以下、「前稿」―に譲るが、私家版『ア

クセント調査（D’）体言（Ⅳ）改訂版』（1987）を改訂補充して用いた。こ

この「体言」は広義で、副詞、接続詞等も含む。新たに追加した項目には右

肩に「*」を付す。見出し項目に付した注記は、「；」で分けた主要な意味・

用法から簡単な例文、さらには話者が項目を同定しやすくするようなヒント
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まで、種々に及ぶ。それに対する話者の回答が「；」で分かれるときは「；」

で分け、複雑な場合は言葉で補った。語形関連の表記も一連の拙稿と同じで、

（２）に簡略に示す。その注記には、過去の田野畑村の生活を反映するよう

な民俗誌的情報も、限られたスペースの中でできるだけ加えるようにした。

その際、話者自身の著、牧原（2014）―アクセントの記載はない―からも一

部補った。

（２）ng：鼻濁音、N：撥音、c：チ・ツの子音、j：ヤ行と拗音、。：左の母

音の無声化、<x>：不使用、<m>：稀、<n>：新、<o>；古（明治・大正

世代）、<普>：代わりに普段よく使う形、<聞>：自分は使わないが聞く、

<学>：学校で習ったもの、<上>：上品過ぎて方言では稀（<学>と重複も）、

（OK）：この形で確認済み、［：昇りアクセント核、=：無核型（注記中では

０とも）、［ ］：種々の関連語形（接頭辞「お～」、接尾辞「～さん」、「肝

腎と肝心」などの交替表記、「共同と協同」などの近似語、参考方言形など）

３．アクセント

３. １　アクセント体系
　本来は全てのデータを提示したところで論ずるべきであるが、それではあ

まりにも間が空き過ぎるので、最初に４モーラ体言のアクセント体系を取り

上げる。（３）に示したように、そして３モーラ語まで資料（拙論2021）か

らも、モーラを単位として昇り核 /［/で弁別される Pn＝ n＋１の体系であ

る。特殊モーラも核を持つ（（３）の④型の例や、他に de［：nasi（台無し）

など）。

（３）�⓪型：kadangami=（型紙）、kadamari=（固まり）、gaNzizu=（元日）

①型：［kangebosi（陰干し）、［kazunogo（数の子）、［kaNsai（関西）

②型：ka［ngenguzi（陰口）、ka［dahaba（肩幅）、ka［misama（神様）

③型：kage［ngoe（掛け声）、kasu［ziru（糟汁）、ka：［nguzu（革靴）

④型：gagubu［zi（額縁）、kaNnge［：（考え）、kuimo［N（食い物）
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３. ２　雫石方言とのアクセント対応：○［○○○型
　次に、田野畑村方言の○［○○○型を中心に据え、それと筆者自身の母語

である岩手県雫石町方言アクセントとの特徴的な対応関係を取り上げる。

３. ２. １　規則的対応
　まず、この型に雫石方言が○○［○○型で対応する例を（４）に掲げる（ ||
は対応の印）。ここは、次回発表分を含む４モーラ語の調査資料全体から抜

き出した。表中では併用形と注記は略す。日本の地名は県名。雫石方言の子

音の前の「˜」は前鼻音（田野畑方言にはない）。雫石では、後部が２拍の連

用形からなる複合名詞は、adoto［ru（跡取り）のように④型も出、その方が

より普通のこともあるが、ここは③型がある限りそれを掲げた。また、県名

を中心に○［○○○でも違和感がない例もあるが、より方言的な○○［○○が

ある限り、後者を掲げた。もう一つ、「さまざま」は私は⓪型が最も普通で

ある。

（４）○［○○○ ||○○［○○の例
項目 田野畑方言 雫石方言 項目 田野畑方言 雫石方言
朝顔 a［sangao asa［ngao 汗拭き a［sehugi ase［hugi
後足 a［doasi ado［asu 後味 a［doazi ado［a˜zu
後押し a［doosi ado［osu 跡取り a［dotori ado［toru
網棚 a［midana ami［˜dana イギリス i［ngirisu ingi［risu
生け花 i［gebana ige［˜bana 一番 i［zibaN izu［˜baN
一枚 i［zime： izu［me： 糸口 i［donguzi ido［nguzu
糸巻き i［domagi ido［magi 犬掻き i［nukagi inu［kagi
犬小屋 i［nungoja inu［ngoja 稲刈り i［negari ine［garu
茨城 i［barangi i˜ba［rangi 芋虫 i［momusi imo［musu
ウグイス u［nguisu ungu［isu 嘘付き u［socugi uso［cugi
馬小屋 u［mangoja uma［ngoja 絵葉書 e［hangagi eha［ngagi
襟巻き e［rimagi eri［magi 岡山 o［gajama oga［jama
沖縄 o［gina： ogi［nawa おだやか o［dajaga o˜da［jaga
お使い o［zuge： ozu［ge おととし o［dodosi odo［dosu
お土産 o［mijange omi［jange 親指 o［jajubi oja［ju˜bi
甲斐性 ka［isjo： kai［sjo（：） 駈け足 ka［geasi kage［asu
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陰口 ka［ngenguzi kange［nguzu 掛け算 ka［gezaN kage［˜zaN
傘立て ka［sadade kasa［tade 片足 ka［da：si kada［asu
肩掛け ka［dangage kada［kage 片仮名 ka［dakana kada［kana
肩凝り ka［dakori kada［koru 肩幅 ka［dahaba kada［ha˜ba
神奈川 ka［nanga： kana［ngawa 神様 ka［misama kami［sama
神棚 ka［midana kami［˜dana 気遣い ki［zuge： ki˜zu［gai
木登り ki［nobori kino［˜bori 極めて ki［wamede kiwa［mede
クレヨン ku［rejoN kure［joN 毛嫌い ke［ngire： kengi［re（：）
黒板 ko［gubaN kogu［˜baN 穀物 ko［gumozu kogu［mocu
小回り ko［ma：ri koma［waru 凝り性 ko［risjo： kori［sjo：
作文 sa［gubuN sagu［˜buN 座蒲団 za［budoN za˜bu［doN
さまざま sa［mazama sama［˜zama 猿真似 sa［rumane saru［mane
獅子舞い si［sime： susu［me 静岡 si［zuoga su˜zu［oga
地滑り zi［suberi zusu［˜beri 七人 si［ziniN suzu［nuN
渋柿 si［bungagi su˜bu［ngagi 植物 sjo［gubucu sjogu［˜bucu
筋道 su［zimizi su˜zu［mizu 巣作り su［zuguri su˜zu［guru
鈴蘭 su［zuraN su˜zu［raN スペイン su［peiN supe［iN
すり鉢 su［ribazi suru［˜bazu 背泳ぎ se［ojongi seo［jongi
そのうち so［nouzi sono［uzu その点 so［noteN sono［teN
剃り味 so［riazi soru［a˜zu それぞれ so［rezore sore［˜zore
縦書き ta［dengagi tade［ngagi 種蒔き ta［nemagi tane［magi
粒餡 cu［buaN cu˜bu［aN 詰襟 cu［meeri cume［eru
鶴嘴（具） cu［ruhasi curu［hasu 手掛かり te［ngagari tenga［garu
手加減 te［gangeN teka［ngeN 出来事 de［gingodo degi［ngodo
手応え te［ngode： tengo［dae 手作業 te［sangjo： tesa［ngjo：
手探り te［sanguri tesa［nguru 鉄棒 te［zubo： tezu［˜bo：
手拭い te［nongoi tenu［ngi 中指 na［gajubi naga［ju˜bi
仲良し na［gajosi naga［josu なだらか na［daraga na˜da［raga
七人 na［naniN nana［nuN 生もの na［mamoN nama［mono
波風 na［mikaze nami［ka˜ze 滑らか na［meraga name［raga
荷造り ni［zuguri nu˜zu［guru 海苔巻き no［rimagi noru［magi
鉢巻き ha［zimagi ha˜zu［magi 花束 ha［nataba hana［ta˜ba
花嫁 ha［najome hana［jome 歯並び ha［narabi hana［ra˜bi
歯ブラシ ha［burasi ha˜bu［rasu 蛤 ha［manguri hama［nguru
早起き ha［jaogi haja［ogi ばら売り ba［rauri bara［uru
腹掛け ha［rangage hara［ngage 腹巻き ha［ramagi hara［magi
刃渡り ha［wadari hawa［daru 火遊び hi［asobi hia［so˜bi
一口 hi。［toguzi hi。to［guzu 一言 hi。［togodo hi。to［godo
一月 hi。［tozugi hi。to［zugi 皮膚病 hi［hubjo： hihu［˜bjo：
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ヒマラヤ hi［maraja hima［raja 百年 hja［guneN hjagu［neN
冷や飯 hi［jamesi hija［mesu フイルム hu［irumu hui［rumu
不器用 bu［kijo： buki［jo： 福岡 hu［guoka hugu［oga
不自然 hu。［sizeN husi［˜zeN 不始末 hu［simacu husu［macu
不揃い hu［zoroi hu˜zo［roi 豚小屋 bu［dangoja buda［ngoja
豚肉 bu［danigu buda［nugu 船乗り hu［nanori huna［noru
不愉快 hu［jukai huju［kai 風呂桶 hu［rooge huro［oge
別々 be［zubezu bezu［（˜）bezu 前掛け me［：kage mae［kage
前髪 me［：ngami mae［ngami 真心 ma［ngogoro mango［goro
まさかり ma［sagari masa［garu 益々 ma［sumasu masu［masu
まちまち ma［zimazi mazu［mazu 松山 ma［zujama mazu［jama
窓口 ma［donguzi ma˜do［nguzu ままごと ma［mangodo mama［ngodo
豆まき ma［memagi mame［magi 毬つき ma［ricugi maru［cugi
身動き mi［ungogi miu［ngogi 見応え mi［ngode： mingo［dae
蓑虫 mi［nomusi mino［musu 耳掻き mi［mikagi mimi［kagi
宮崎 mi［jazagi mija［˜zagi 無意識 mu［isigi mui［sigi
麦飯 mu［ngimesi mungi［mesu 目移り me［uzuri meu［zuru
目隠し me［gagusi mega［gusu 目薬 me［ngusuri mengu［suru
目覚まし me［zamasi me˜za［masu 目印 me［zirusi me˜zu［rusu
メリヤス me［rijasu meri［jasu 山口 ja［manguzi jama［nguzu
山道 ja［mamizi jama［mizu 湯上がり ju［angari jua［ngaru
湯加減 ju［kangeN juka［ngeN 夜遊び jo［asubi joa［so˜bi
世渡り jo［wadari jowa［daru 弱虫 jo［wamusi jowa［musu
六年 ro［guneN rogu［neN 悪口 wa［ruguzi waru［kuzu

　この（４）の対応例が最も多くて159項目あるが、中には、両方言とも○［○

○○で出る項目もある。それが（５）で、31項目ある。

（５）○［○○○ ||○［○○○の例（a）
項目 田野畑方言 雫石方言 項目 田野畑方言 雫石方言
アメリカ a［merika a［merika イタリア i［taria i［taria
稲妻 i［nazuma i［na˜zuma 色白 i［roziro i［ro˜zuro
上下 u［esi。ta u［esi。ta お汁粉 o［siruko o［siruko
鹿児島 ka［ngosima ka［ngosima 粕漬け ka［suzuge ka［su˜zuge
カモシカ ka［mosi。ka ka［mosi。ka 木苺 ki［izingo ki［izungo
生真面目 ki［mazime ki［ma˜zume キリスト ki［risu。to ki［risu。to
靴下 ku［zusi。ta ku［zusi。ta 縞馬 si［mauma su［mauma
手遅れ te［ogure te［ogure 手助け te［dasu。ke te［˜dasu。ke
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手袋 te［buguro te［˜buguro 徳島 to［gusima to［gusima
なでしこ na［desi。ko na［˜desu。ko 奈良漬け na［razuge na［ra˜zuge１

荷車 ni［nguruma nu［nguruma 寝坊助 ne［bosu。ke ne［˜bosu。ke
花びら ha［nabira ha［na˜bira 花札 ha［nahu。ta ha［nahu˜da
広島 hi［rosima hi［rosima 福島 hu［gusima hu［gusuma
不真面目 hu［mazime hu［ma˜zume 下手くそ he［daku。so he［daku。so
味噌漬け mi［sozuge mi［so˜zuge 耳糞 mi［miku。so mi［miku。so
山彦（名） ja［mahi。ko ja［mahi。ko

　次の（６）も、表面上の音条件は異なるものの、（５）と同じ現象として

まとめられる（後述）。こちらは例が多数あり、サンプルに留める。

（６）○［○○○ ||○［○○○の例（b）
項目 田野畑方言 雫石方言 項目 田野畑方言 雫石方言
明後日 a［satte a［satte 片方 ka［dappo： ka［dappo（：）
コロッケ ko［rokke ko［rokke トラック to［rakku to［rakku
二学期 ni［gakki nu［gakki ぶきっちょ bu［kiccjo bu［kiccjo
機関車 ki。［kaNsja ki。［kaNsja 日本史 ni［hoNsi ni［hoNsi
パチンコ pa［ciNko pa［cuNko フランス hu［raNsu hu［raNsu
無免許 mu［meNkjo mu［meNkjo 湯たんぽ ju［taNpo ju［daNpo
アパート a［pa：to a［pa：to 画用紙 ga［jo：si ga［jo：su
火曜日 ka［jo：bi ka［jo：̃bi 希望者 ki［bo：sja ki［˜bo：sja
飛行機 hi。［ko：ki hi。［ko：ki 湯豆腐 ju［do：hu ju［˜do：hu

　（５）の音韻構造に一貫した特徴が見られることから、（４）と（５）の違

いも分かる。（５）の特徴は、田野畑方言で昇り核（［）のあるモーラの直後

の母音配列が狭母音（i/u）+広母音（e/o/a）、すなわち「○［○狭広」であ

ることである。それに対して、（４）はそれ以外、すなわち「○［○広○」（○

は広狭不問）か「○［○狭狭」である。一般に、広母音は音声的に強く、狭

母音は弱いが、広母音に隣り合った狭母音は（隣にいわば “頼るもの ”があ

る関係で）特にはっきりした「弱」であるのに対して、狭母音に隣り合った

狭母音は（頼るものがない関係で自ら踏みこたえるしかなく）弱いとは言え

ない「非弱」として振る舞う。そして、「強」の方が高音調を担いやすい。
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　要約すると、田野畑方言の（５）は「○［○弱○」であるのに対して、（４）

は（「非弱」を「強」としてまとめると）「○［○強○」であり、核の直後のモー

ラの強弱の違い（厳密には「弱」か否かの違い）と位置付けられる。核のあ

るモーラ自身の強弱は問題とならない。

　そして、（６）は核のある音節が促音節、撥音節、長音節の「重音節」の

ものであり、これも、核の後の第３モーラの促音、撥音、長音は狭母音より

も弱い「弱」であるから、第３モーラが「弱」の（５）と同じ現象にまとめ

られる。

　すなわち、この（５）（６）の環境では雫石方言でも核の位置は田野畑方

言と同じ「○［○弱○」なのである。それに対して（４）では、雫石方言は

核の位置が第３モーラにずれて「○○［強○」となっている。

　このことは、田野畑方言の方がこの点に関しては通時的に古い形を保持し

ていることを意味する。そして、雫石方言では、その核の位置を後退させる

動きの中で、次が「弱」の（５）（６）ではそれが昇り核を担えないことか

らその変化が起こらなかったのに対し、次が核を担い得る「強（非弱）」の（４）

ではその変化が起こり、第３モーラが核を担うようになったことになる。

　なお、（４）の「作文、七人（しちにん、ななにん）、スペイン」などの「狭

母音＋撥音」構造では、狭母音は撥音より強いので移動変化が起こっている

が、最後が「重音節」の「強」であるがゆえに変化が生じた、としても同じ

ことになる。

　田野畑方言の最初の拙論（2021：119）で、村の名前が音声的に ta［no］

hada のみならず ta［noha］da のように聞こえることがあることを述べたが、

これは時に第２モーラよりも第３モーラが高くさえ聞こえることがあり、こ

の類いは○○［○○型かと思ってしまうこともあった。確認をすると○［○○

○型であることは疑いなかったが、この現象は正に○［○○○＞○○［○○の

アクセント変化を裏付けるものである（雫石では「田野畑」は③型。ただし、

④型も可）。
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３. ２. ２　例外１
　厳密には、以上に述べた音環境には例外がある。大きく２つに分けて述べ

る。まず、（４）と（５）には、それぞれ（７）と（８）の例外がある。

（７）○［○○○ ||○○［○○の音環境の例外
項目 田野畑方言 雫石方言 項目 田野畑方言 雫石方言
切り札 ki［rihu。ta kiri［hu˜da 立て札 ta［dehu。ta tade［hu˜da
取り札 to［rihu。ta tori［hu˜da たまには ta［maniwa tama［nuwa

（８）○［○○○ ||○［○○○の音環境の例外
項目 田野畑方言 雫石方言 項目 田野畑方言 雫石方言
上げ下げ a［ngesange a［ngesange あれこれ a［rekore a［rekore
一々 i［ziizi i［zuizu 駆け引き ka［gehigi ka［gehigi
次々 cu［ngicuni cu［ngicungi 満ち干き mi［zihigi mi［zuhigi
生意気 na［maigi na［maigi 屁理屈 he［riguzu he［riguzu
物好き mo［nozugi mo［no˜zugi 真夜中 ma［jonaga ma［jonaga
板の間 i［danoma i［danoma 明くる日 a［guruhi a［guruhi
山ほど ja［mahodo ja［maho˜do

　（７）は雫石方言で○○［弱○で出ている例外である。まず、「切り札、立

て札、取り札」は、jomi［hu˜da（読み札）などとともに「有核動詞連用形＋

札」の複合名詞アクセント規則が働くためと考える。（５）の「花札」は②

型で、規則的な対応形であることを参照。（なお、動詞を前部要素とするこ

れらの４語は④型も可能である。そして、④型は田野畑方言でも可能という

ことである。）

　次の「たまには」は副詞で、「たま」単独では使わないが、「たまに」は

tamanu=である。それに「は」が付くと「助詞連続」のアクセント規則が

適用されて tama［nuwa となる。「これ」が kore=, korenu=, kore［nuwa と

なるのと同じである。

　次は（８）の雫石方言で○［○強○となっている例である。「上げ下げ、

あれこれ、一々、駆け引き、次々、満ち干き」の６例は２モーラの対比語・

同一語の繰り返しという語構造（並列構造）を持つ２。この構造は、前部要
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素が①型でない限り、前部要素の最終モーラに核が来て、後ろにずれること

はない。（５）に掲げた「上下（うえした）」も、主要因はこの構造の反映と

見るべきであろう。

　続く「屁理屈、物好き、真夜中」は、「物好き」から説明すると、その物

を趣味としている愛好家の意味ならmono˜zu［gi と言いたくなる。mo

［no˜zugi はそれがやや偏執者的で、軽く揶揄するニュアンスがあり、その

否定的意味がアクセントに関与しているものと考える。「生意気、屁理屈」も、

③型も可能ではあるが、②型の方が強めでかつ普通で、「生、屁」と否定的

意味の自然な結び付きが見られる。「真夜中」も、④型もあるが、②型の方

がより強意が感じられる。

　関連して、田野畑方言では「寝坊助」に ne［bosu。ke と［nebosu。ke があっ

て後者は罵りに使われ、「飲み過ぎ（はダメ）」は nomisungi=と［nomisungi

があって後者の方が意味が強いと報告していることが目を引く。長めの単語

になると、核が語頭寄りにあるほど意味の強さと結びつく傾向があり、無核

型はその対極として無色の中立的意味と結びつきやすくなる。新語・外来語

が有核型で入り、言い馴染むと無核化する傾向は東京方言でもよく観察され

る。

　加えて、「屁理屈、真夜中」は、形態素のモーラ数構造が「1＋3」である

ことも②型であることに関与している可能性がある（次節の「お～」も参照）。

　最後の「板の間」は「の」を介した特異な複合語（「板」は②）。「明くる日」

の「明くる」は使わないが言えば②で、「明くる年②」とともに句から転じ

た文章語単語。副詞「山ほど」も「山②＋ほど」が透けて見える構造である。

　以上から、これらの例は、（４）（５）における「音変化としてのアクセン

ト変化」（の有無）とは質を異にする変化と位置付けられる。

３. ２. ３　例外２
　他にも、両方言が同じく○［強○○型で出ていながら、別の要因によると

見られる例や、その説明が容易ではない例として（９）がある。
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（９）
項目 田野畑方言 雫石方言 項目 田野畑方言 雫石方言
高跳び ta［gatobi ta［gato˜bi 幅跳び ha［batobi ha［˜bato˜bi
縄跳び na［watobi na［wato˜bi
ヒマワリ hi［ma：ri hi［mawari 紫 mu［rasagi mu［rasagi
お代わり o［gawari o［kawari おしゃべり o［sjaberi o［sja˜beri
お供え o［sone： o［sone お手上げ o［teange o［teange
お多福 o［dahugu o［dahugu おはじき o［hazigi o［ha˜zugi
長崎 na［ngasagi na［ngasagi ブラジル bu［raziru bu［ra˜ziru
山形 ja［mangada ja［mangada 山梨 ja［manasi ja［manasi
風呂敷 hu［rosigi hu［rosugi

　これらは、（４）（５）の条件から雫石方言では○○［強○で出ることが予

想されるにもかかわらず、○［○強○で出ている例である。このうち、「高跳

び、幅跳び」は学校用語（体育の時間に習う言葉）であることが関係してい

ると見る。「犯人の高飛び」なら③型もありそうな気もして来る。「幅跳び」も、

固有語ならば「幅⓪」から⓪型が期待されるところである。「縄跳び」（③型

も可）は日常語になっていたが、明治半ば生まれの祖母は nawaha［ne（縄

跳ね）であったから、借用語に違いない。次の「ヒマワリ」は、方言形は知

らないものの３、固有語だとしたら「日⓪」から考えて⓪型が予想され、仮

に利息の計算などで「日回り」という単語があったとしたら⓪型以外は考え

られない。そして「紫」も古くは「青②」にまとめていた可能性がある４。

となると、これらは本来語ではなく、「借用語」として位置付けられること

になる。

　次は接頭辞の「お～」の付く例で、これはなかなか複雑である。そもそも

「お～」は、出来上がりが名詞的か動詞的（「～する」）かを考慮してもなお

規則化が困難で、様々な時代に借用語として入ったものが多いのではないか

と推測される５。中でも（５）の「お汁粉」は田野畑でははっきりとした新

語で、雫石でも子供の頃はなかったような気がし、発音も o［siruko の方が

自然で、o［suruko は多少引っ掛かる。（９）の「おしゃべり（人）」は、田

野畑では sabeccjo［：、雫石では［cjoppe という本来語がある。「お代わり（食

事の）」も私は o［kawari で新しい感じがあり、「お手上げ」も「～万歳」で
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のみ②も可で、「～だ」等は⓪である。「おはじき６」は私は o［ha˜zugi しか

言わないが、記録が見つからないものの、母に何か方言があった気もする。

（田野畑は［hazigi が普通だったという。）なお説明を要するものもあるが、

（９）の「お～」はおそらく借用語で、かつ、モーラ数が「１+３」の形態

素構造であることが②型であることに関与しているものと見る。

　ここで注目されるのは、（４）の「お使い、お土産」も含めた「お～」全

般に見られる音韻特徴である。（４）の「お～」（③型）では田野畑方言で核

のある第２モーラが「弱」、（９）の「お～」（②型）は（（５）の「お汁粉②」

も含め）それが「強」である点である。すなわち、これまで問題として来た

核の直後の第３モーラではなく、核のある第２モーラがポイントで、そこが

「弱」なら核は第３モーラに移り、「強」なら核は第２モーラにとどまること

である。

　加えて、（９）の地名「長崎、ブラジル、山形、山梨」もまた②型である。

「ブラジル」は③型でも違和感はないように思うが、より地理的に近い「山形、

山梨」は②型のみであるし、（４）では③型とした「宮崎」も②型でもおか

しくはないということがある。

　さらに、今回の調査表にない「岩崎、岡崎、川崎、高崎、寺崎、弘前、村

崎、山崎」などの地名・人名も、-sagi であれ -˜zagi であれ、私は②型である。

しかも、本節のここまでの地名（・人名）は、すべて第２モーラが「強」の

例ばかりである。

　その一方で、「石崎、杉崎、谷崎、何崎（うろ覚えで～だっけ？）、松崎、

吉崎」などは③型なので、これらの地名・人名でも第２モーラの「強弱」が

関与することになる。（話者の名字「牧原②」も私は③型で言う。）

　これらの追加語彙を田野畑方言で確認したところ、すべて②型であった

（「川崎」だけが地名は ka：sagi ＝であるが、人名は ka［wasagi であった）。

先に借用語かとした「紫②」も、この観点から見直すと、やはり第２モーラ

が「強」である。

　最後の「風呂敷」は日常語であり、親達は hu［rusugi と言っていた７。こ

れも、-ro- であれ -rusu- であれ、第２モーラが「強」という条件を満たして
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いる。

　そうなると、３. ２. １節で見た第３モーラの強弱を条件とする多数派と、

例外とした第２モーラの弱強（ここは移動する方を先にした）を条件とする

例とをどのように統一的に説明するかが新たな課題となる。次節の対応を考

慮すると、後者の祖形を単純に *［○強○○とするわけには行かないからで

ある。

　現段階では、後者の例外規則は借用語の取り入れに際して適用された規則

だと見ておくことにする。ここに言う「借用語」とは、アクセントの標準語

化も含む広い意味である。（４）で③型として挙げた「肩幅、木登り」もま

た②型も可能であるが、基礎的単語「木登り」の②型はアクセントの標準語

化の例となる。

３. ３　雫石方言とのアクセント対応：［○○○○型
　前節の終わりは例外の話で込み入ってしまったが、最後は元に戻って、田

野畑方言の［○○○○型との規則的対応を取り上げる。

　この型に対応して、雫石方言で○［○○○型で出る単語に（10）がある。

ここからは紙幅の都合で田野畑方言の形は別表に譲り、雫石方言の形のみを

示す。

（10）［○○○○ ||○［○○○の例
ku［suruja（薬屋）、su［ngonuzu（四五日）、ja［ma˜biko（やまびこ

Cf.（５）山彦＝人名）、ja［ma˜bugi（山吹）、ja［maNba（山姥、鬼婆）

　それに対して、両方言とも［○○○○型で出ている単語は（11）である８。

（11）［○○○○ ||［○○○○の例
［ka˜zuka˜zu（数々）、［ka˜zunogo（数の子）、［kusunogi（楠木）、［kuru˜bjo：

（くる病）、［kosumosu（コスモス）、<m>［zici。kai（自治会、zici。［kai

が普通）［taku。si：（タクシー）、［tazu˜bana（橘=人名）、［tonukagu（と
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にかく）、［nu˜cu。kaN（二時間）、［neku。tai（ネクタイ）、［hu˜zusaN（富

士山）、［pisu。toru（ピストル）、［mazu˜baru（待ち針）、［macu。tage（松

茸）、［mahura：（マフラー）、［mizu˜bazu（蜜蜂）、<o>［jarudoru（や

り取り、ja［rudoru が普通）、［jomikagi（読み書き）、［jo˜cu。kaN（四

時間）

　（10）（11）においては、３. ２. １節の○［○○○における（４）（５）の場

合と同じ原理が働いていることが分かる。［○強○○、つまり、核の直後のモー

ラ（この場合は第２モーラ）が「強」（「非弱」）の場合に雫石では核の位置

が１モーラ遅れて②型で出ており、そこが「弱」の［○弱○○の場合は元の

位置の①型のまま残っている。ここから、（10）の音韻条件下において［○

強○○＞○［強○○のアクセント変化が起こったことが分かる。

　最後に、（10）の「薬屋」に関連して、４モーラ語ではないが「薬、薬箱、

薬指」も取り上げる。田野畑方言の［kusuri、［kusuribago, ［kusurijubi に

対し雫石方言は ku［suru, ku［suru˜bago, ku［suruju˜bi であることから、４

モーラ語の（10）と同一の変化と位置付けられる。「薬指」のアクセントは、

拙論（1997：31）で「- 指」の複合名詞アクセント規則の例外として言及し

たが、雫石方言個別の例外ではなかったことになる。なぜ両方言において

「薬～」が前部要素のアクセントを生かす振る舞いをするかは、今後の課題

となる。
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牧原登（2017）『岩手県下閉伊郡田野畑村大芦のことばとその周辺』（私家版）.

［付記］長期に渡ってご教示下さっている牧原登氏に厚く御礼を申し上げる。誤入力等を

指摘してくれた査読者にも感謝する。

　　　本稿は JSPS 科学研究費19H00530（代表者：窪薗晴夫）による研究成果の一部であ

る。同時に、国立国語研究所共同研究プロジェクト「日本 ･琉球語諸方言におけるイ

ントネーションの多様性解明のための実証的研究」（プロジェクトリーダー：五十嵐

陽介）、並びに「消滅危機言語の保存研究」（同：山田真寛）の研究成果も兼ねる。

注
１　この②型は大正生まれの父のアクセントである。奈良漬けは当時の雫石ではまだ珍し

く、それなりに高級な部類だったのであろう、父は盛岡市に出掛けたときに偶に買っ

て来て子供たちにも勧めてくれた。しかし、子供の頃はその味が苦手で、その②型ア

クセントにも違和感を抱いた記憶が鮮明に残る。そのせいか、大人になって食べるよ

うになった私は東京アクセントの無核型を身に付けている。強いて方言で言えば、

［nara が有核ゆえ nara˜zu［ge となる。

　　　奈良漬けは、『デジタル大辞泉』によれば、慶長年間（1596-1615）に奈良の漢方医

が創製したと言われるとある。以下、本稿の辞典・事典類からの引用は、すべてイン

ターネット上の Japan Knowledge（Personal 版（小学館））による（2022/11/20閲覧）。

２　『日本国語大辞典』第２版によれば、「駆け引き」は「馬を操って前進したり後退した

りすること。」で、関連する語源説も載っている。

３　ヒマワリは16世紀に新大陸からスペイン、そしてヨーロッパに広がり、17世紀に中国

を経て「丈菊（じょうぎく）」の名で日本に伝わって、元祿（1688-1704）の頃に「ヒ

マワリ」の名前が広がったらしいという（『日本大百科全書（ニッポニカ）』）。なお、

子供の頃の私は「日回り」という語源意識はなく（その現象も知らなかった）、むし

ろカタカナ言葉のような感じを持っていたように思う。

４　私はmi［˜dori（緑）はまず使わずに a［o（青）と言うなど、家族からは色彩感覚がお

かしいと言われる。「青」信号は変だという議論も盛んであるが、私には何の違和感

もない（子供時代に雫石に信号はなかったが、無関係と見る）。ただ、「紫」も通常は

「青」ではあるものの、「緑」よりはるかによく使う。もっとも、植物や染料には縁が

なかった。ちなみに、祖母は菜の花も a［we（青い）と言っていた（八丈島方言も同様）

が、私は「黄色（い）⓪」で、これを青に含めることはない。

５　「お～」に「お酒、お魚」などの丁寧語・美化語の用法はなかった。逆に、仏事関連
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の「お寺 odera=、お墓 ohaga=」などを「寺、墓」と言うこともない。裸の形は、日

常語形の「神様 kami［sama、仏様 hodogesama=, -saN=」を剥き出しで「神、仏」と

言うのと同じで、冷たく突き放した感じを受ける。なお、祖母の代までは、o［deNtosaN

（太陽）、onarugami［saN（お鳴る神様＝雷）など、人知を超えたものに対する畏怖の

念を実際に抱いていた。私にはそういう気持ちは既にないが、語形としては

ohi。saN=、gorogoro［saN を普通に使っていた。

６　『世界大百科事典』によれば、「おはじき」の全国各地の別称は250余に及ぶとある。

その材料は小石、ついで貝殻などを経て明治期にガラス製となったという。

　　　ちなみに、調査表に入れていなかった関連語「お手玉」は、同事典によれば150以

上の別称があるという。古文献では「いしなご、いしなどり」などで、「お手玉」は

江戸期に江戸を中心に使われた語形である由。材料も小石、木の実・貝殻、そして布

袋に小豆などを入れるようになったとある。私は o［te˜dama であるが、祖母は［dama, 

dama［tori であった。田野畑も o［tedama だが、古くは［daNma だったとのことで、

オテダマ系は明らかに借用語である。

７　『日本大百科全書』等によって大きくまとめると、元の「平包み」が「風呂敷」と呼

ばれるようになったのは室町時代末期に町風呂といわれる銭湯ができたことに起因

し、脱衣場で自分の衣類を包んだらしい。（私は「風呂敷」を「風呂②」と意味的に

繋げることなしに使っていた。風呂を huru とは昔も言わなかった。）また、『日本国

語大辞典』によればフルシキ系は本土のほぼ全体に分布する。

８　ここでは並列構造や「の」入り複合語を含む例でも音韻条件を満たしているものは掲

げた。並列構造のみによる例には［tadejogo（縦横）がある（「縦」は①型）。一方で、

［ikkju：（一休＝人名）、［saNkagu（三角）、［jo：gaN（羊羹）、［haija：（ハイヤー）など

の語頭重音節語は第２モーラの「弱」が自明ゆえ例示は省いた。他に雫石方言で①型

を取る語例の一部は拙論（1984：55）も参照。同じ条件を満たしている。ただし、こ

れらの雫石方言①型に当たる田野畑方言形は、①型以外や未調査の例も一部含む。当

然、田野畑方言のすべてが祖形であるわけではない。



― 16 ―



― 17 ―



― 18 ―

sigimono=



― 19 ―

sinamono=

zjamamono=



― 20 ―

k



― 21 ―



― 22 ―

泳げる大き
大根などを洗う

浴びた.



― 23 ―

su[nomoN



― 24 ―

の



― 25 ―

で



― 26 ―

sonomaNma=



― 27 ―

somemono=

soN[dara



― 28 ―



― 29 ―

蛸焼き

Cf.



― 30 ―

robada=（炉端）がなくなっ
てから．magisu。to:bu=（薪ストーブ）．



― 31 ―



― 32 ―

交わる

ciridori=



― 33 ―

cumegiri=



― 34 ―



― 35 ―

特に

どういう

特に

（～訳での意味で）



― 36 ―

kuroda[ma, 黒玉

<m>[do:togu, <o>[sju:siN（修身）



― 37 ―

sjo:ka（唱歌）



― 38 ―



― 39 ―



― 40 ―

nana[zju:, nana[zjussai

[demo）, <o>nanimoN=

na (OK)



― 41 ―

ke:; naN[kai



― 42 ―

nimai[me, <o>nime:[me

.

麻袋



― 43 ―

kumi（j）e:=）



― 44 ―


